
北海道 0 0 0 28 54 53
青森県 0 0 0 34 108 14
岩手県 0 0 0 1 6 4
宮城県 0 0 0 5 18 37
秋田県 0 0 0 7 14 12
山形県 0 0 0 5 5 12
福島県 0 0 0 8 26 18
茨城県 0 0 0 27 95 66
栃木県 0 0 0 16 32 3
群馬県 0 0 0 16 13 38
埼玉県 0 0 0 105 139 60
千葉県 7 0 0 38 133 29
東京都 0 0 0 67 93 308
神奈川県 0 0 0 32 36 91
新潟県 0 0 0 6 16 32
富山県 0 0 0 0 0 1
石川県 0 0 0 6 11 6
福井県 0 0 0 0 1 4
山梨県 0 0 0 6 11 11
長野県 0 0 0 7 3 1
岐阜県 0 0 0 6 6 90
静岡県 0 0 0 15 37 16
愛知県 0 0 0 37 86 19
三重県 0 0 0 3 16 33
滋賀県 0 0 0 16 23 89
京都府 0 0 0 13 35 214
大阪府 0 0 0 62 111 334
兵庫県 3 0 0 43 87 38
奈良県 0 0 0 12 17 62
和歌山県 0 0 0 1 7 10
鳥取県 0 0 0 1 5 0
島根県 0 0 0 0 0 2
岡山県 0 0 0 9 12 2
広島県 0 0 0 19 33 40
山口県 0 0 0 3 2 12
徳島県 0 0 0 5 12 15
香川県 0 0 0 6 12 12
愛媛県 0 0 0 0 0 28
高知県 0 0 0 4 10 10
福岡県 0 0 0 50 101 92
佐賀県 0 0 0 0 0 39
長崎県 0 0 0 9 42 108
熊本県 0 0 0 17 41 48
大分県 0 0 0 27 57 25
宮崎県 0 0 0 18 65 10
鹿児島県 0 0 0 17 40 49
沖縄県 0 0 0 27 105 0

小計 10 0 0 834 1776 2197

注１） 次の項目に該当する事例 注２） 神経症状などの有機中毒を疑わせる症状が
　　1) 神経症状などの有機リン系農薬による中毒症状があること 　　　　認められる事例
　　2) 血中のコリンエステラーゼ活性の低下が認められること 注３） 訴えはあるものの、臨床診断や検査結果等により
　　3) 吐瀉物または食品等からメタミドホスの検出があること 　　　　否定された事例

注４） 中国産冷凍ギョウザ等に関連した相談

計　　　4807

入院あり

有機リン中毒が

確定した患者数注1)

中国産冷凍ギョウザによる健康被害が公表された日（１月３０日）以降に
都道府県等にあった相談・報告数について

有機リン中毒が疑われ、現在

調査を行っている事例数注2)

医療機関の

受診あり注3)
医療機関の

受診なし注3)

有機リン中毒が否定された事例数

その他注4)

（平成20年２月７日 15時 時点）

入院なし


